
（１）事業の概要等

（２）事業費
単位等

千円

千円

千円

千円

％

千円

人

千円

人

千円

千円

千円 10,575

計（B） 0 0 0 0

人
件
費

正規職員（平均賃金） 0 0 0 0

正規職員 0 0 0 0.0

その他職員 0 0 0

9,950

対前年比 ― 6 10 0

0

R4

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 0 0 0 0

計（A） 9,000 9,600 10,560 10,575

0

その他 9,000 9,600 10,560 10,575

事
業
費

項目 H30 R1 R2 R3

国・県支出金 0 0 0

予算額 9,000 9,600 10,560 10,575

その他職員（時給×時間） 0 0 0 0

事業費合計（C＝A＋B） 9,000 9,600 10,560

対象
（何･誰を対象

に）

小牧市社会福祉協議会

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

補助金の交付
　社会福祉協議会が実施する地域福祉活動の充実のため、　要綱に基づ
き補助金を交付する。
（補助金の充当事業）
　・福祉教育活動推進事業（福祉体験学習、福祉実践教室の実施など）
　・在宅福祉推進事業（紙おむつの配布など）
　・ボランティア啓発・養成研修事業（ボランティア養成講座の実施など）
　・相談・登録・斡旋事業（ボランティア保険の助成※）
　・ボランティア活動推進事業（ボランティアセンターの運営など）

※ボランティア保険の助成は、令和元年度から開始。令和４年度からは、
児童・生徒分のみで、一般分については小牧市市民活動総合補償制度で
対応する。

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

地域福祉活動推進事業補助金交付要綱 事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

地域の担い手の確保や参加する機会を創出するため、ボランティア活動の
立ち上げや運営の支援といったボランティア参加者の育成を行う社協ボラ
ンティアセンターの運営等を支援することで、地域福祉活動推進事業の充
実を図る。

担当係 社会福祉係

目 1 大 4 中 2予算区分 一般会計 款 3 項 1

事業番号 B0801

実施計画事業
実施計画事業以外の事業 〇

令和４年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 ボランティア活動等助成事業 担当部 福祉部

事業期間 平成元年度 ～ 令和６年度以降 担当課 福祉総務課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

8
展開
方向

1
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（３）業績

単位

1 人

2 人

3 人

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

　令和３年度は、令和２年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症拡大により、
緊急事態宣言の発令及びまん延防止等重点措置が適用され、外出の自粛や催
物の開催制限等が要請される中、人が集まり話し合う機会が減少したことに伴
い、新たに立ち上げる活動や既存の活動を行う機会が減少したことにより、登録
者数が減少して目標値を達成しなかった。
　社協ボランティアセンターの活動としては、令和２年度に中止としていた集会や
連絡会、講座等について、感染症対策を施したうえ、できる限り実施するととも
に、福祉施設等での受入が困難となっていた福祉体験学習について、ZOOMを
利用して福祉従事者との対談学習を行うなど、工夫を凝らして実施に努めてい
る。

今後の実
施内容

　成果指標の目標値の達成には、新型コロナウイルス感染症の影響に大きく左
右されるが、地域福祉活動の担い手としてボランティアの役割は今後ますます重
要になると考えられるため、引き続き社会福祉協議会ボランティアセンターの運
営等を支援し、工夫を凝らし、できる限りの活動を実施していくことで地域福祉活
動の充実を図る。

事務事業評
価による額

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 - - - -

1,052

1,051 997 815 887

R4

成
果
指
標

地域福祉活動に参加してい
る市民の割合 ％

- 33.1 33.1 33.1 33.1

33.0

ボランティア登録者数 人
- 3,958 3,958 3,958 3,958

3,957 3,941 3,425

指
標

指標ほか H30 R1 R2 R3

26.2 23.4 -

3,565

活
動
指
標

福祉体験学習・ジュニア奉
仕団・ココボラへの参加者
の合計数

人
- 1,052 1,052 1,052

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 - - - -

福祉体験学習への参加者
数 ↗ 91 105 0 3

ココボラへの参加者数 ↗ 32 42 24 58

ジュニア奉仕団への参加者
数 ↗ 928 850 791 826

展開方向における指標の推移 基本施策 8 展開方向 1

指標名 方向性 基準値 R1 R2 R3 R4
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